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はじめに 
 
庄内学術研究会では、日々の診療に従事している中

で ､傷病名を決定する際に必要なデータを得るために

問診を行いますが、医科で使用している様な一目瞭然

の問診票が無いことに気付き“柔整師専用の問診票を

作って見よう !! ”ということになり、試行錯誤した結
果をここで発表します。 
 
 
現状について 
 
 ＩＴ時代という昨今の情勢に鑑み、ホームページ検
索サイトを介して ｢接骨院 ｣ ｢ 整骨院 ｣ ｢問診票 ｣ を

キーワードに、まず柔整を対象に検索してみましたが

該当するものが無かったため、適応疾患が競合するこ

とから医科に目を転じて ｢外科 ｣ ｢ 整形外科 ｣ ｢ 問診

票 ｣をキーワードに検索してみましたところ、柔整界 
でも使えるようなものが３様式ありました。 
 
様式 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式 2 

 

様式 3 
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３様式の他に無いだろうか？との思いから、ネット

検索以外の方法で追加検索しようとしていたところ、

高野県保険部長より ｢うちに秋田県で使用してる書式

があるよ ｣と言うことで資料提供がありましたので、

様式４としました。 

 

様式 4 

 

 

 

項目の選定 

 

 以上４様式が出揃ったので、本題の様式について項

目ごとに分けて、内容を比較検討したところ 

 

●戸籍データ 

氏名  

生年月日 

住所 

自宅TEL 

連絡先 TEL 

 

●傷病発生起序 

   いつ 

   どこで 

   何をして 

   どうなった 

   痛い場所は 

 

●生活環境 

スポーツ 

趣味 

 

●既往歴 

 

●治療歴  

 

●基礎体質問題 

 

●女性患者の妊娠の可能性 

 

●その他相談事 

 

 

様式の決定 

 

以上の項目に凡そ集約される傾向にありました。柔

整師用の問診票も同様の項目で良かろうと考え試行錯

誤し様式化してみました ｡その結果このような決定様

式を皆様に提示できることになりました。 

 

 

まとめ 

 

今回の研究テーマに『問診票』を選んだのは、自分
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の施術所での治療の際の傷病名決定の根拠となる、又

治療中の患者を他の施術所や医療機関に紹介する際、

情報提供書に傷病名決定の根拠として添付出来る様な 

一目瞭然の様式があれば良いのではないかと考えたか

らです。会員の先生方には一考の余地として参考にし

て頂ければ幸いです。 

終りに 

 

今回の発表に当たり、御助言・御協力を賜りました 

庄内学術研究会の先生方、資料提供下さりました高野

県保険部長に感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料 

 

ホームページ検索サイト 

 

 Yahoo BB Japan 

 

検索ホームページ 

  

 河合病院 問診票コーナー 

 

 河北総合病院 問診票コーナー 

 

 クリニック目白 問診票コーナー 

 

 

資料提供 

 

  高野 県保険部長 


